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軽量・長時間動作が可能な無線脳波計測デバイス実現に向けた技術開発

脳波計測は，脳炎，てんかん発作，睡眠障害，アルツハイマー型認知症等，脳を由来とする
様々な病気の診断等に活用できる．そこで無線型脳波計の有用性に着目し，多くの研究開発
が行われている．本プロジェクトでは，上記のニーズを背景に，圧縮センシングを活用し，軽
量・長時間動作が可能な「使いやすい無線脳波計測デバイス」の実現を目指した技術開発を
行っている．

圧縮センシングを用いると，信号を圧縮しながら
サンプリングを行い，回路で扱う情報量を削減出
来るため，「回路の低消費電力化」が可能になる．
これは搭載バッテリーサイズの小型化や長時間
動作に繋がる．ただし，一般的な圧縮センシング
手法では，外乱混入に脆弱であり復元精度が悪
化する等の課題に悩まされてきた．
そこで兼本らは，例えば，独立成分分析やK-

SVD法などを活用した新技術を開発し，復元精度

の改善や更なる高圧縮化の実現を目指し研究を
行っている．右図は提案シーズ技術を活用した成
果例であり，外乱が混入しても，信号を高精度に
復元出来ることを示している．

【対象疾患】 脳に関する様々な病気
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提案技術の重要性はますます高まると考えられる．
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